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8月にイメージキャラクターとして選ば

れた『ただお課長』が、10月24日正式に辞

令交付をうけました。

和田町長は、「『日本一小さいまち』を

『日本一元気なまち』にするために

全力でがんばってほしい。」

と期待の言葉を述べ

ました。

第33回

ゝl■　　顆l河IllI

小一、恒、剛三九一・三パル

旬刊周旬魯蘭樹

◎三◎◎（相可審g⑧◎

噺畏一三丁テヂ三1匿

●模擬店　各種団体による模擬店

●商連感謝セール抽選会

●行政なんでも相談・『ただお課長』ブース

●兵庫県香美町（おじろ地区）

トチモチ販売

●プレイアトラクション

フワフワエアポリン

ミニS L

●献　血　午前10時～

●チピッコビンゴゲーム

先着1000名、参加無料（午前9時45

分～カード配付、11時～ゲ【ムスタート、

賞品二ンテンドー3DS他）

●ステージアトラクション

「ただお課長」着ぐるみお披露目、歌のお姉さ

ん、炎のジャグリング、「ひこうせんとシュワ

K」による音楽ライフ。

●大抽選会

当日のお買上げ200円ごとに

補助券を1枚進呈。10枚で液晶

テレビや自転車か当たる抽選が

1回できます。

■
日
本
〓
平
気
課
課
長
の

辞
令
を
う
け
る
『
た
だ
お
課
長
』



メス荒らァゴ浣コオ

ファゴット

仙崎　和男氏ト

／JL　■ハープ

内田　奈織氏

クリスマス　コメナリエガ

やってきますす
と　き　12月22日（木）16　30～

ところ　シビックセンター

※くわしくは、町ホ【ムページと広報

12月号に掲載

地域ボランティアを募集します
内　容　イルミネーションの準備、飾りつけ

や片づけなど。ぜひやってみたいという

方は、教育委員会までご連絡ください。

日　時12月の±・日で2～3日間

【問】教育委員会　℡22－1122

第19回

零麿海起ち！みんなあっ泰観恐

轡醜夢撃・ザ・り加増幾朋
凰象腰象‥日（水・祝）要申込／臓鯵

家族や友達、グループで町内を元気に歩こうよ！

■集　　合　シビックセンター駐車場　9時00分

■コ　ー　ス

【3kmコース10時スタート】

役場→北出公園→菅原神社→役場

【5kmコース　9時30分スタート】

3kmコース→三角公園→高月向井田公園→大津川

河川敷→役場

■募集人数　120名（申込順）

■参加対象　・幼児～小学1～3年生は保護者同伴・

小学4～6年生だけの参加は保護者の承認印

■申込方法　生涯学習課にある申込書に記入のうえ、

11月15日までにお申し込みください。参加無料。

当日の参加申し込みはできません。

☆ウォーク終了後にお楽しみ抽選会かあります。

☆すて重な参加プレゼントもあるよ！

【間】教育委員会　生涯学習課　℡22－1122

主　催　忠岡町体育指導委員協議会

後　援　㈲ライフスポーツ振興財団
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《
プ
田
グ
ラ
ム
》

①
ひ
こ
う
せ
ん

そ
れ
で
も
信
じ
て
る
／
兄
上
て
こ

ら
ん
夜
の
星
を
／
H
 
e
 
y
和

②
児
童
合
唱
教
室
バ
ン
ビ
ー
ナ

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
よ
り
　
他

③
ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ

通

り

ゃ

ん

せ

／

セ

イ

リ

ン

グ

　

マ

イ
　
ラ
イ
フ
／
　
「
C
H
A
R
I
O

T
」
　
よ
り

④
コ
ー
ル
ア
ザ
レ
ア

夢
の
タ
ン
ゴ
／
ジ
ェ
ラ
シ
ー
／
希

望
の
歌
～
交
響
曲
第
九
番
～

⑤
忠
岡
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

あ
り
が
と
う
／
君
の
瞳
に
恋
し
て

⑥
「
ゲ
ス
ト
」

埴
生
の
宿
／
泉
／
タ
ン
ゴ
・
ル
ン

バ
／
千
の
風
に
な
っ
て
／
シ
チ
リ

ア
ー
ノ
／
ま
た
君
に
恋
し
て
る
／

浜
辺
の
歌

⑦
全
員
合
唱
「
ふ
る
さ
と
」

【
間
】
文
化
協
会
事
務
局
℡

3

3

・

1

1

5

1

主
催
　
忠
岡
町
文
化
協
会

後
援
　
忠
岡
町

忠
岡
町
教
育
委
員
会

み
ん
な
来
て
ね
！

つ
J
－
仁
も

わ
れ
≡
バ
旺

～
が
ん
ば
ろ
う
　
日
本
～

と
　
き
　
1
1
月
3
日
　
（
木
・
祝
）

9
時
開
会

と
こ
ろ
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
川
の
各
単
位
こ
と
も
会
で
の
競

技
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
い

っ

ぱ

い

！

★
大
ビ
ン
ゴ
大
会
も
あ
る
よ

【
間
】
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

日
　
時
　
1
1
月
2
0
日
　
（
日
）
　
1
2
時
3
0
分
　
開
場
／
1
3
時
　
開
演

会
　
場
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
商
館
2
階
）



高齢者訪問

町内最高齢は

杉浮ユリヱさん　102歳
（明治42年7月生・忠岡東2丁目）

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業　　　　※ 

ヴラウンドゴ凡フ大芸藁芸芸 とき11月10日（木）13時～）は 

会　場　忠岡新浜緑地グラウンド　　に11 

【問】忠岡町社会福祉協議会℡31－1666（福祉センタ【内） 

シルバー人材センター社会奉仕活動
10月10日、シルバー人材センター（上ノ山理事長）

会員60名が町内の楕揃を行ない、全体で軽トラック

1台分のコミがありました。今後も町民や事業所の

皆様のこ理解とこ支援を宜しくお願い致します。

（3）　ND541　2011111

今年の町内最高齢者は昨年につついて、杉澤

ユリヱさん（102歳・忠岡東2丁目）でした。

また、内閣総理大臣から100歳を記念した銀杯

と表彰状が3人の方に贈られました。

町では、6日と11日に和田町長が自宅なとを

訪問し町からの長寿記念品とあわせて伝達し、

そのこ長寿をお祝いしました。

藤
田
　
米
吉
さ
ん

1
0
0
歳
長
寿

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

一
旦
　
　
至
道

法
人
設
立
2
0
周
年
記
念

忠
岡
町
β
l
れ
あ
い
大
会

と
　
き
　
n
月
2
3
日
　
（
水
）

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
・
駐
車
場

◎
式
典
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
1
3
時
3
0
分
～
）

門
戸
竜
二
シ
ョ
ー

（
大
衆
演
劇
界
の
プ
リ
ン
ス
）

※
入
場
整
理
券
は
当
日
、
1
0
時
3
0
分
か

ら
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
2
階
入
口
で

配
布
（
先
着
1
8
0
名
・
1
人
1
枚

の
配
布
）

◎
模
擬
店
（
役
場
駐
車
場
1
0
時
3
0
分
～
）

「
た
だ
お
課
長
」
も
来
る
よ
！

主
催
　
社
会
福
祉
法
人

忠
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

後
援
　
忠
岡
町
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国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
）
　
が
発
行
さ
れ

ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

○
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
（
そ
の
年
の
1

月
1
日
～
1
2
月
3
1
日
に
納
付
し

た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。
）

○
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
2
3
年
1
月
1
日
～
9
月
3
0

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
1
0
月
下
旬
か

ら
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

〇
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
　
（
ま
た
は

領
収
証
書
）
　
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
1
0
月
1
日
～
1
2

月
3
1
日
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
来
年
の
1
月
下
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
こ
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ

れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
　
控
除
証
明
書
」
　
に
つ
い

て
の
こ
照
会
は
、
控
除
証
明
書

の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

～
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
～

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
、

期
限
ま
で
に
掟
出
し
ま
し
ょ
う
ー
・

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

課
税
対
象
の
方
に
は
、
1
1
月
中

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族

等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
年
金
以
外
に
収
入
か
あ
る

方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

《
平
成
2
4
年
分
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
　
が
送
付
さ
れ
る
方
》

・
6
5
歳
未
満年
金
額
1
0
8
万
円
以
上

・
6
5
歳
以
上年
金
額
1
5
8
万
円
以
上

【
間
】
堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

ペ
ー
ジ
　
（
w
w
w
？
t
a
舛
n
t
a
g

O
〕
p
）
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
法
定
調

書
の
提
出
に
つ
い
て

光
デ
ィ
ス
ク
等
を
利
用
し
た
法

定
調
書
の
提
出
に
は
、
事
前
に
、

所
轄
の
税
務
署
へ
　
「
支
払
調
書
等

の
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出
承

認
申
請
書
」
を
1
1
月
末
日
ま
で
に

提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
個
人
事
業
税
　
（
第
2
期
）

納
期
限
　
1
1
月
3
0
日
　
（
水
）

【
間
】
泉
北
府
税
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

3

8

・

7

2

2

1

税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

税
　
金
　
泉
大
津
税
務
署

納
期
の
お
知
ら
せ

因
民
健
康
保
険
料
第
8
期
分

介
護
保
険
料
第
8
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
5
期
分

納
期
限
は
1
1
月
3
0
日
で
す

▼
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

1
1
月
2
4
日
（
木
）
泉
大
津
市
民
会
館

1
1
月
2
5
日
（
金
）
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

★
時
間
は
い
ず
れ
も

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

【
問
】
泉
大
津
税
務
署

℡

3

3

・

5

6

0

1

▼
毎
月
1
0
日
の
源
泉
所
得
税
の
納

付
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で
〃
．

e
・
T
a
X
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
事
前
に
税
務
署
に
　
「
タ
イ

レ
ク
ト
納
付
利
用
届
出
書
」
を
提

出
し
て
お
け
ば
、
預
貯
金
口
座
か

ら
、
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し

て
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
e
・
T
a
X
ホ
ー
ム

▼
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く
－

固
定
資
産
税
の
う
ち
土
地
、
家

屋
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
忠
岡
町
内
に
償
却
資
産
を
持

っ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
忠
岡
町

に
対
し
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
公
平
・
適
切
な
税
負
担

の
実
現
に
向
け
、
償
却
資
産
の
申

告
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

★
償
却
資
産
っ
て
な
に
？

償
却
資
産
は
、
土
地
、
家
屋
と

と
も
に
固
定
資
産
税
に
類
し
、
自

主
財
源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
の
一

部
を
占
め
る
重
要
な
も
の
で
、
看

板
、
塀
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
な

と
の
構
築
物
、
製
造
用
、
検
査
用
の

機
器
類
な
ど
の
機
械
・
装
置
、
陳

列
棚
、
厨
房
設
備
な
と
の
工
具
・

器
具
・
備
品
な
と
の
資
産
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
業
種
を
問
わ
ず
、

●

せ
暴
帝
豹
勿

来
川
了
工
∵
リ

1
0
月
5
日
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

戦
没
者
追
悼
式
が
、
遺
族
会
（
藤

田
四
郎
会
長
）
　
な
ど
が
参
加
す
る

中
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
事
業
主

お
よ
び
法
人
は
す
へ
て
申
告
義
務

が
あ
り
ま
す
。

★
償
却
資
産
　
Q
＆
A

Q
　
建
物
　
（
共
同
住
宅
、
事
務
所
、

店
舗
等
）
　
を
所
有
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
申
告
の
対
象
に

な
れ
ノ
ま
す
か
？

A
　
受
変
電
設
備
、
蓄
電
池
設
備

な
ど
の
建
物
附
属
設
備
、
機
械
式

駐
車
場
、
外
構
工
事
や
広
告
塔
な

ど
の
構
築
物
等
に
つ
い
て
は
、
償

却
資
産
と
し
て
申
告
の
対
象
に
な



償却方法 偃i;陋�｢�

10 �#����20 

万 冓ﾉiﾂ�万 

円 �阯��円 

末 冕(撃�以 

満 冓��2�上 

個別減価償却 ��ｲ�○ ��ｲ�

一時損金算入 ����－ ��ﾂ�

3年一括償却 ����× ��ｲ�

○＝申告対象　×＝申告対象外

【分野・洋楽】

朋〃〝UU　〃FM／ざ
関西国際空港情報

★「サイエンス教室inかんくう」参加者募集
◇日　時11／27（日）14　00～16　00

◇場　所　関空展望ホール「Sky V旧W」2階

◇対　象　小学4年生～6年生　要保護者同伴

◇定　員　40名（先着順）　　◇参加責　無　料
◇主催者　関西国際空港植）・岩谷産業㈱
◇内　容・関西空港の環境の取組み紹介
・地球温暖化、水素の性質、燃料電池に関する体

験型の実験
・燃料電池自動車等の展示・試乗（屋外駐車場）

◇申込方法　はがき、FAX、巨－Ma日で以下の事項を
明記のうえ、11月22日までに申込み。①住所②保

護者および児童の氏名③年齢（学年）④参加人数
⑤電話番号、お持ちの方は⑥FAX番号⑦巨－Ma
l1アドレス（パソコン）

☆決定後メール等で連絡
【申込み】〒549－8501大阪府泉佐野市泉州空港北1
番地／関西国際空港㈱計画技術部環境管理クル
ープ

FAX O72－455－2050　E－Mall ecoIS＠kIaCCOJP

【問】T巨」　072－455－2169（平日1000～1700）

（5）　No541　2011111

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

工
事
見
硫
書
等
を
ご
確
認
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
古
い
資

産
［
現
に
使
用
し
て
い
な
い
資
産

で
も
］
も
、
申
告
の
対
象
に
な
り

ま
す
か
？

A
　
古
い
資
産
で
減
価
償
却
済
み

で
あ
っ
て
も
、
事
業
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
申
告
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

Q
　
少
額
資
産
は
申
告
の
対
象
に

な
り
ま
す
か
？

A
　
取
得
価
額
が
2
0
万
円
未
満
の

資
産
に
つ
い
て
も
、
申
告
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
下
表
参
照
】

Q
　
中
小
企
業
者
の
小
額
減
価
償

却
資
産
の
損
金
参
入
の
特
例
を
適

用
し
た
場
合
は
、
申
告
の
対
象
に

東
忠
岡
小
学
校
　
（
音
楽
）

浦
田
恵
子
教
諭

大
阪
文
化
祭

奨
励
賞
受
資

児
童
福
祉
【
す
こ
や
か
推
進
課
】

主
催
　
大
阪
府
・
大
阪
市

大
阪
2
1
世
紀
協
会

な
り
ま
す
か
？

A
　
申
告
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

平
成
1
5
年
度
の
税
制
改
正
で
、

中
小
企
業
者
に
該
当
す
る
法
人
・

個
人
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
取
得

価
額
3
0
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資

産
を
取
得
し
た
場
合
に
、
損
金
に

参
入
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
特
例
措
置
は
、
租
税
特
別

措
置
法
に
よ
る
国
税
　
（
法
人
税
・

所
得
税
）
　
に
関
す
る
制
度
で
す
の

で
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

で
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
特
例
に
よ
り
損
金
参

入
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
　
（
償
却
資
産
）
　
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
こ
注
意
く

だ
さ
い
。

Q
　
該
当
す
る
資
産
が
無
く
て
も

申
告
は
必
要
で
す
か
？

A
　
町
内
の
事
業
用
償
却
資
産
の

保
有
状
況
を
把
握
す
る
目
的
も
あ

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
資
産
が

無
く
て
も
、
そ
の
旨
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

平
成
2
3
年
8
月
～
1
1
月
分
に
つ

い
て
、
大
阪
府
か
ら
日
月
1
1
日
髄

に
各
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

〔
恩
㈲
日
出
＝

▼
関
西
矯
正
展

開
設
期
間

1
1
月
1
2
日
　
（
土
）
　
1
0
時
～
1
6
時

1
3
日
　
（
日
）
　
9
時
3
0
分
～

1
5
特
訓
分

開
設
場
所
　
大
阪
刑
務
所
内
敷
地

堺
市
堺
区
田
出
井
町
6
の
1

販
売
品
　
木
工
家
具
類
、
靴
、
陶

器
、
洗
剤
、
味
噌
、
醤
油
な
ど

【
間
】
大
阪
刑
務
所
作
業
部
門

℡

0

7

2

・

2

3

8

・

8

2

6

9

▼
第
2
2
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

日
　
時
　
1
1
月
2
7
日
㈱1
0
時
～
1
5
時

会
　
場
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

（
泉
大
津
市
旭
町
2
2
の
4
5
）

※
入
場
料
が
必
要
で
す
。

★
収
益
金
は
女
性
と
女
児
の
生
活

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

【
問
】
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大

阪
－
い
ず
み
　
バ
ザ
ー
委
員
長

井
坂
万
智
子
　
℡
0
9
0
・
3

2

6

4

　

●

　

5

2

6

7

▼
泉
州
水
防
事
務
組
合
水
防
議
会

定
例
会

日
時
　
日
月
8
日
（
火
）
1
0
時
3
0
分

場
所
　
堺
市
役
所
本
館
1
1
階
議
場

受
付
　
本
館
1
2
階
（
先
着
8
0
名
）

【
間
】
泉
州
水
防
事
務
組
合

℡

0

7

2

・

2

2

8

・

7

4

1

6

に
つ
い
て
は
、
忠
岡
町
が
そ
の
著

作
権
を
有
し
て
い
ま
す
。
使
用
申

請
書
等
を
提
出
し
承
認
を
得
ら
れ

れ
ば
、
無
料
で
デ
ザ
イ
ン
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
等
は
町
H
P
を
ご
覧
く
だ

さい。

『
た
だ
お
課
長
』
　
の
デ
ザ
イ
ン

忠
岡
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
9
1

℡
0
7
2
5
・

3
2
・
0
2
9
4

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い

相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
は
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
に



11月9日～15日

第　日　時11月16日（水）14時～15時30分

ヱ　　会　　場　忠岡町ふれあいホール
回

竺・こ∵∴、一㌦’

室　講師大慧冨冨這喜至芸談蓋冨課健二
コミ　主　　催　忠岡町防火協力会

講演内容　東日本大震災における消防活動

泉北就職情報フェア
・合同就職面接会

“・　　　・・－
日　時11月17日（木）13　30～16：30

（面接受付は16：00まで）

場　所■たかいし市民文化会館アブラホール

3F大ホール

対　象：仕事を探している人　　参加費：無料

持　物：写真添付の履歴書（複数社の面接を希望さ

れる方は、面接される企業数に合わせて履

歴書を持参してください。）

内　容：就職面接会、労働なんでも相談・若年者就

労支援相談・障かい者の就労相談、職業適

性診断コーナー等

申　込：不　要

〈問合せ〉産業振興課　℡22－1122

No541　2011111（6）

l3つの由慣ll4つの対策l

消火器・住宅用火災警報器の悪徳業者にこ注意を

迷惑駐車はやめよう　本町住宅街では、土・日曜日

になりますと、路上駐車が多く見られ、火災なと緊

急車両の通行の妨げになる恐れがあります。狭い道

路や消火栓付近の迷惑駐車はやめましょう。

消費生活相談　　労働相談 
毎週火・木曜日　　　　毎月第3木曜日 

13時～16時　　13時30分～15時30分 

★受付・問合せ　役場4階　産業振興課 

℡22－1122 

（相談無料、まずはお電話ください） 

※相談日は変更する場合もあります。広報紙裏面の 
カレンダーでご確認ください。 

秋
⑳
全
国
火
災
予
防
運
動

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
て
、

一
層
の
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
は
か
り
、
火
災
の
発
生
予

防
、
住
民
の
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ

れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、
家
族
み

ん
な
が
適
切
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
『
家
族
防
災
会
議
』

で
話
し
合
い
、
ご
近
所
と
の
協
力
体
制
や
避
難
経
路
に
つ
い

て
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
要
り
一
度

つの対策／　／

★
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

★
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

★
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

◆
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
と
を
設
置
す
る
。

◆
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る

た
め
、
隣
近
所
で
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

～
就
労
支
援
－
T
活
用
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集
～

商
工
会
は
忠
岡
町
産
業
振
興
謀

と
共
催
で
I
T
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
者
は
、
小
規
模
事

業
者
や
そ
の
従
業
員
、
創
業
予
定

者
、
求
職
者
等
で
す
。

〔
先
着
順
で
受
付
・
受
講
料
無
料
〕

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
1
0
名

会
　
場
　
忠
岡
町
商
工
会

■
1
p
a
d
入
門
講
座

（
1
p
a
d
の
基
本
操
作
と
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
ア
プ
リ
の

紹
介
）

と
　
き
　
1
2
月
6
日
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

（
1
p
a
d
は
商
工
会
で
用
意
）

■
パ
ソ
コ
ン
整
備
講
座

（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ

増
設
手
順
の
学
習
と
実
践
に

よ
る
効
果
の
体
感
）

と
　
喜
　
1
2
月
1
3
日
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

【
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先
】

忠
岡
町
商
工
会

℡

3

3

・

3

2

0

8

●
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行
政
な
ん
で
屯

相
談
所
を
開
催

日
時
　
1
1
月
1
3
日
　
（
日
）

9
時
～
1
1
時
3
0
分

会
場
　
商
工
カ
ー
ニ
バ
ル
内

特
設
会
場

坊
　
　
傭
行
政
相
談
委
員

■
町
窓
口
　
人
権
平
和
室

℡

2

2

・

1

1

2

2

■
国
窓
口

総
務
省
近
畿
管
区
行
政
評
価
局

℡

0

6

・

6

9

4

1

・

8

3

5

8

ト
ぼ
く
た
ち
も
が
ん
ば
っ
た
よ
ー
・



1丁目第1自治会長）が功労賞を受賞し、上ノ山忠岡　　　」

SAF代表朗読の大会決議は採択されました。

第2部では、東忠岡幼稚園児の演技、府警本部生活

指導班の防犯劇、忠岡SAFによる寸劇と勇壮な太鼓

の披露があり、ひったく

り撲滅を訴え、おわりに

は、花野淳一副会長（忠

岡町防犯委員会会長）が

地域の力によるより一層
チ堤▲　　　　　の防犯意識の向上を訴え

▲東忠岡幼稚園児の演技　　ました。

▲地域安全運動街頭啓発　　【駅前10／12】

みなさんのご参加お原則lLます！

クリーン作戦
各地区自治振興協議会のこ協力で『クリーン作

戦』を行います。みなさんの硫極的なご参加をお願
いします。　　　　《雨天中止時は12月4日に実施》

と　き11月20日（日）午前8時～

ところ　町内全域　【お問い合わせ先】生活環境課

交通安全大会匿］
【9／26　於ふれあいホール】

大会では、各種交通安全功労表彰のあと、飲酒

運転撲滅宣言が参加者の総意をもって採択され、

交通安全への決意を新たにしていました。

第2部アトラクションでは、府警本部音楽隊に

よる演奏やカラーガード隊のフラッグパフォーマ

ンスが行われ、大会に華をそえていました。

一
保
育
所
か
ら
も
園
児
が
参
加

▲
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
　
用

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス



今月ご紹介するのは…‥＼基本目標Ⅱ

男女がともに社会参画できる地域づくり
第絹

四殴る、蹴る、突き飛ばす

固生活嚢を渡さない

臼人前でパカにする・のの
しる

固交遊関係や電話、メール

を監視する

固長時間、無視をする

固嫌がっているのに性行為

を強要する

母性に対する

暴力をなくす運動
11月12日（土）～25日（金）

（11月25日は「女性に対

ずる暴力撤廃国際日」

実施期間／

11月14日（月）～20日（日）

受付時間／8時30分～19時

※19日（土）・20日（日）は

10時～17時

相談内容／夫・パートナー

からの暴力、職場等に

おけるセクシュアル・

ハラスメント、ストー

カー行為など女性をめ

くる様々な人権問題

担当者／法務局職員及び

人権擁護委員

【問】大阪法務局

人権擁護部第三課

℡06－6942－9492

正室墓室二］

性別にかかわりなく

活躍できる杜芸へ

男女共同参画による活力ある

社会の実現のためには、男女がとも

に政治や職場・地域社会などあらゆる

分野への参画が必要ですが、現状では、政策・方針決定過

程への女性の参画は、なかなか進んでいません。

また、核家族化や地域のつながりが希薄化する中、福祉
・環境・教育・安全などの地域の課題は複雑化しており、

性別にかかわらず、多様な住民が協力して課題解決に取り

組む活力ある地域づくりがますます重要になっています。

私たちのまちの男女共同参画を推進するためには、「女

だから、男だから」という固定的な考え方や慣習にとらわ

れず、男女がともに地域活動に関心を向け、誰もが様々な

活動に参加できる社会環境づくりを進めていくことが必要

です。

これらの施策に取り組みます。

●政策・方針洪定過程への

男口の均等な参画の推進

●地域における男□共同参画の推進

12月4日～10日は「人権週間」

人権擁護委員は、地域の住

民が人権について関心を持っ

てもらえるような啓発活動を

おこなったり、法務局の人権

相談所や町役場なとの公共施

設等で、地域の皆さんから人

権相談を受けるなとの活動を

行っています。

★相談日　毎月第3火曜日（無料・要予約）

※詳しくは18ページ参照

ゼロゼロナナのハートライン

℡0570－070－810

【問】人権平和室
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男
女
共
同
参
画
の
実
現
を

目
指
す
ま
ち
　
た
だ
お
か

～
忠
岡
町
男
女
共
同
参
画
計
画
　
基
本
理
念
～

銅
帥
以
謂
護
特
設
人
権
相
談

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
2
月
2
日
（
金
）
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

（
無
料
・
秘
密
厳
守
・
申
込
不
要
）

☆
当
日
は
役
場
本
館
1
階
い
き
か
い
支
援
課
横
相
談

室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
【
間
】
人
権
平
和
室

「
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
の
配
信
を
瀾
始
ト
・
♪

本
町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
避
難

情
報
や
災
害
に
関
す
る
情
報
を
t
人

で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
素
早
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
1
1
月
1
日
よ
り

N
T
T
ド
コ
モ
の
　
「
緊
急
速
報
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
　
を
利
用
し
た
情
報
の
配

信
を
開
始
し
ま
す
。
「
緊
急
速
報
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」
　
は
、
お
手
持
ち
の
携

帯
電
話
で
町
か
ら
発
信
さ
れ
る
避
難

勧
告
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
情
報
を

い
ち
早
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。
情
報
を
受
信
す
る
た
め

の
登
録
手
続
き
や
登
録
料
、
受
信
料

な
と
は
一
切
不
要
で
、
N
T
T
ト
コ

モ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
対
応
機
種
の
携

帯
電
話
　
（
一
部
の
機
種
で
は
事
前
の

受
信
設
定
か
必
要
で
す
）
　
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
簡

単
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
滞
在
し
て
い
れ
ば

受
信
可
能
で
す
の
で
、
町
内
在
住
者

に
限
ら
ず
、
町
内
在
学
・
在
勤
の
方

に
も
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

現
段
階
で
は
、
N
T
T
ド
コ
モ
の

携
帯
電
話
の
み
の
サ
ー
ヒ
ス
で
す
か

他
の
携
帯
電
話
会
社
で
も
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
導
入
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
が
い
つ
も
持
ち
歩
い
て

い
る
携
帯
電
話
が
い
さ
と
い
う
災
害

発
生
時
に
役
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
　
政
策
推
進
課



平成23年
10月以降

1．支給対象
中学校卒業まで

（15歳に達した後

最初の3月31日ま

で）の子どもを養

育している方

子とも手当が変わっています！
【間】健康福祉部すこやか推進課　℡22－1122

2．支給額

中学校卒業前のお子さんをもつ方へ 
10月からの子ども手当を受け取るため 

には、これまで子ども手当を受け取ってい 

た方も含め、 

すべての日について 

申請が必要です！！ 

手当は、原則、申請した月の翌月分から支給されま

す。ただし、出生日や転出予定日（異動日）が月末に

近い場合、申請が翌月になっても異動日の翌日から15

日以内の申請であれば、申請月から支給します。申請

が遅れると、遅れた月分の手当を受けられなくなるこ

とがありますので、こ注意ください。

初めてお子さんが生まれたとき

●お住まいの市区町村に申請しましょう1

10月以降に出生により新たに受給資格が生じた場

合、お住まいの市区町村の窓口（公務員は勤務先）に

申請が必要です。

出生により受給資格が生じた日の翌日から15日以内

に申請が必要です。

【申請に必要な添付書類】
・健康保険被保険者証の写しなど［請求者が被用者

（会社員など）の場合］
・請求者名義の金融機関の口座番号が分かるもの。

この他、必要に応じて提出する書類があります。

第2子以降の出生により養育するお子さんが

増えた場合など、手当の額が増額になるとき

●お住まいの市区町村に申請しましょう！

3．支給時期

新しい法律により、支給要件などの変更が行われた

ことから、対象となるお子さんをもつすべての方に申

請をお願いしています。

平成23年10月1日の時点で

受給資格のある方は

平成24年3月末までに申請をすれば

10月分から手当を受け取ることができます

定居し／
ご荏磨ください／／

手当額が増額する事由が発生した田の翌田から15田

以内に申請が必要です。

他の市区町村に住所が変わったとき

●転入先の市区町村へ申請してくださいl

転出した日（転出予定日）の翌日から15田以内に申

請が必要です。

公務昌になったとき、公務員でなくなったとき

●お住まいの市区町村と勤務先に届け出・申請をして

くださいl

公務員は、勤務先から子ども手当が支給されます。

公務員になった日の翌日から15日以内に申請が必要

です。公務員でなくなったときも、その翌田から15日

以内に申請が必要です。

★「子とも手当認定請求書」の提出が必要な方には、
10月上旬にお知らせ等を郵送しています。（対象児

童がいるこ家庭でお知らせ等が届いていない方は

「すこやか推進課」までお知らせください。）

★手続きに必要なもの

厚生年金加入者：受給者の健康保険被保険者証等の写
し・印鑑・受給者名義の口座

国民年金加入者（未加入者）：印鑑・受給者名義の口座

※別途、住民票等必要な場合もあります。

★公務員の方は職場での申請となります。

Ho541　2011111（10）



大枠川

11月からの供用（処理）

北　出　3　丁　目

地球lZやさしい

トイレの水洗化

（11）　No541　2011111

氷
激
化
脅

基
切
快
適
恕
塗
潰
蟄

1
1
月
1
日
公
示
に
よ
り
、
図
中
の
濃
ア
三
部
分
の
地
域
で
水
洗
化
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
公
示
清
の
地
域
　
（
薄
ア
ミ
部
分
）
　
と
併

せ
7
3
1
6
世
帯
が
対
象
区
域
に
な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
ご
家
庭
で

は
、
下
水
道
法
等
に
よ
り
次
の
時
期
ま
で
に
排
水
設
備
工
事
を
し
て
頂

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
図
面
は
縮
尺
の
都
合
上
、
概
略
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
く
み
取
り
便
所
北
‥
公
示
の
白
か
ら
3
年
以
内

②
　
浄
化
槽
・
風
呂
・
台
所
な
ど
の
排
水
≠
公
示
の
日
か

ら
6
カ
月
以
内

町
で
は
、
水
洗
化
策
と
し
て

融
資
の
あ
っ
せ
ん
制
度
や
助
成

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
た

だ
し
い
ず
れ
か
一
方
の
制
度
し

か
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

【
水
洗
化
融
資
あ
っ
せ
ん
】

・
融
資
限
度
額
　
7
0
万
円

・
融
資
に
係
る
利
息
、
保
証
会

社
の
保
証
料
は
町
か
全
額
負

担【
水
洗
化
助
成
金
】

・
個
人
の
家
（
く
み
取
り
・
し

尿
浄
化
槽

↓
水
洗
化
）
　
2
万
円

・
集
合
住
宅
　
（
く
み
取
り

↓
水
洗
化
）
　
l
万
円

・
集
合
住
宅
　
（
し
尿
浄
化
槽

1
水
洗
化
）
　
2
万
円

☆
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
　
（
汚
水
）
　
供
用
開

始
区
域
を
公
示
、
縦
覧
し

ま
す
。

縦
覧
期
間
　
1
1
月
1
日
（
火
）
～

1
5
日
（
火
）
（
土
・
日
・
祝
は
除
く

午
前
9
時
～
午
後
5
時
3
0
分
）

縦
覧
場
所
　
下
水
道
課
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第
1
回
古
典
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
歴
史

的
地
名
～
大
阪
南
部
編
～

・
1
1
月
1
7
日
　
（
木
）
1
4
時
～
1
5
時
3
0
分

忠
岡
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

第
2
回

す
【
八
L
ら
　
　
か
ま
ム
と
く
ん

陶
邑
　
窯
跡
群
か
ら
み
た
須
恵

器
生
産

・
1
1
月
2
4
日
　
（
木
〕1
4
時
～
1
5
時
制
分

和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
3
回
与
謝
野
晶
子
が
描
く
明
治
の
堺

～
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
持
ひ
立
ち
」
よ
り
～

・
1
2
月
1
日
　
（
木
）
1
4
時
～
1
5
時
3
0
分

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

【
募
集
定
員
】
　
1
0
0
名

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
対
象
者
】
原
則
と
し
て
全
3

回
シ
リ
ー
ズ
に
参
加
で
き
る
方

【
申
込
方
法
】
往
復
は
か
き
に
、

住
所
、
氏
名
　
（
プ
リ
カ
ナ
）
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
面

に
あ
て
先
を
記
入
の
上
、
お
住

ま
い
の
市
町
の
担
当
課
『
泉
州

歴
史
探
訪
Ⅶ
係
』
　
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。

※
は
が
き
1
枚
で
1
名
の
申
込
み

です。

※
泉
北
地
域
（
4
市
1
町
）
　
以
外

に
お
住
ま
い
の
方
は
『
高
石
市
』

の
担
当
課
あ
て
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。

【
締
め
切
り
】
　
1
1
月
1
0
日
　
（
木
）
必

　

着

【
参
加
費
】
細
川
　
料

【申込先】

〒

5

9

5

－

0

8

0

5

　

忠

岡

町
忠
岡
東
1
－
3
4
－
1
　
忠
岡

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い

収
集
し
た
ご
み
は
破
砕
機
に
か

け
、
そ
の
後
焼
却
炉
に
投
入
し
ま

す
。
写
真
の
よ
う
な
ご
み
を
破
砕

機
に
か
け
て
し
ま
う
と
、
刃
が
損

傷
し
、
破
砕
機
が
停
止
・
故
障
し

て
し
ま
い
ま
す
。
破
砕
機
の
停
止

・
故
障
は
順
調
な
燃
焼
を
妨
け
、

●

有
害
ガ
ス
の
発
生
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

1
つ
ぐ
ら
い
な
ら
、
少
し
く
ら

い
な
ら
…
と
い
う
気
持
ち
が
故
障

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

皆
様
の
こ
理
解
・
こ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

違
反
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

生
活
環
境
課
　
℡
2
2
・
1
1
2
2

地
デ
ジ
移
行
で
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
テ
レ
ビ
や
家
電

製
品
は
、
正
し
く
リ
サ
イ

ク
ル
し
ま
し
ょ
う
！

家
電
4
品
目
　
（
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
）
　
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ます。

忠
岡
鋼
都
会
（
謹
山
題
」
）

○
心
根
で
お
顔
が
変
わ
る
仏
さ
ま

※
仏
像
を
拝
顔
す
る
人
の
心
情
は
さ
ま
さ
ま
で
す
。

あ
り
縛
る
と
共
感
し
ま
す
。

○
秋
刀
魚
焼
く
隣
の
匂
い
に
今
日
は
負
け

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
細
く
見
せ
て
よ
影
法
師

○
好
奇
心
元
気
の
も
と
は
酒
色
気

○
帳
尻
は
さ
っ
と
合
っ
て
る
生
き
て
い
る

ケ
セ
ラ
セ
ラ
老
い
先
な
ど
は
他
人
事

衣
替
え
も
ら
っ
て
下
さ
い
こ
の
脂
肪

言
い
粗
い
嫌
味
メ
ー
ル
が
し
て
く
れ
る

長
生
き
に
秘
訣
は
な
い
が
生
き
て
い
る

情
け
な
や
妻
に
秘
密
を
持
て
ぬ
ま
ま

警
報
の
文
字
が
ド
ラ
マ
の
腰
を
折
る

病
魔
君
あ
と
し
ば
ら
く
は
お
静
か
に

お
洒
落
し
た
日
に
は
目
立
つ
こ
の
白
髪

見
ち
ゃ
タ
メ
と
隠
し
て
描
く
爺
の
髪

文
化
の
日
降
雨
は
な
い
と
昔
か
ら

お
み
く
じ
で
大
吉
ひ
い
て
小
躍
り
し

震
災
は
毛
布
を
織
り
し
昔
も
消
し

起
き
て
知
る
自
然
の
力
打
つ
手
な
し

台
風
は
嫌
よ
こ
り
ご
り
来
て
は
駄
目

秋
の
夜
は
酒
が
味
増
す
妻
の
酌

鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

上
西
　
洋
治

句
の
よ
う
な
捉
え
方
も

上
田
　
克
子

吉
田
　
光
子

砂
原
　
久
子

杉

谷

　

晶

三

勝
又
栄
美
子

橋
口
美
恵
子

西
川
　
枠
謡

川
崎
ア
イ
子

藤
田
志
津
恵

岡

川

　

　

衛

細
谷
　
英
樹

神
山
　
芳
子

正
木
　
仲
明

大
槻
　
　
緑

犬
伏
晃
一
郎

烏

谷

　

　

猛

上
川
　
睦
男

西
川
リ
ヨ
子

選

　

　

　

者

1
2
月
度
題
　
『
甘
　
い
』
　
1
1
月
5
日
締
切

1
月
度
題
　
『
忘
れ
る
』
　
1
2
月
5
日
締
切

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
カ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
究
ハ
占
八
〇
四

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

「
忠
岡
川
柳
会
」
臍
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2

馬
瀬
1
丁
目
1
7

・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
1
1
月
2
0
日
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）



忠
岡
町
句
会

急
に
来
し
秋
冷
被
災
地
を
思
ふ

蒲
団
干
し
日
差
し
の
匂
ひ
ま
と
ひ
寝
る

母
と
子
の
さ
ぐ
る
星
座
や
ち
ち
ろ
鳴
く

豪
快
に
風
走
ら
せ
て
秋
祭

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

前
川
　
絹
代

田
辺
千
鶴
子

藤
野
　
清
子

秋
祭
無
沙
汰
の
肩
を
叩
き
合
ふ

句
集
ま
た
退
句
集
と
な
り
秋
は
行
く

秋
祭
近
づ
き
笛
の
音
色
澄
む

秋
燈
下
子
の
置
き
ゆ
善
し
漫
画
よ
む

秋
夕
焼
大
津
大
橋
染
め
て
落
つ

ユ
ー
モ
ア
の
力
作
案
山
コ
ン
ク
ー
ル

赤
松
　
朝
子

花
野
　
昭
子

松
島
　
信
雄

高
橋
あ
い
子

竹
中
三
津
子

西
谷
　
祥
子

だ
ん
じ
り
の
空
動
か
し
て
や
り
ま
は
し
　
　
田
辺
紗
登
子

片

陰

を

選

び

話

の

弾

み

を

り

　

　

　

　

　

　

金

田

　

芳

子

大
池
の
真
申
初
鴨
陣
を
な
す
　
　
　
　
　
　
花
野
　
久
子

村

中

の

一

致

団

結

秋

祭

　

　

　

　

　

　

　

　

櫻

井

恵

美

子

※
文
化
祭
の
た
め
十
一
月
休
会
い
た
し
ま
す
。

患
圃
複
数
数
竺
尊
卑
　
講
師
佐
沢
邦
子

分
度
器
の
ほ
し
か
ら
は
し
を
見
る
よ
う
に
真
青
の
宇
和
海

の

ぞ

む

故

里

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
真
青
に
美
し
く
輝
く
故
東
の
海
、
そ
れ
は
作
者
の
誇
り
で
も
あ
る
。

百
八
十
度
の
展
望
を
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
宇
和
海
」
と
は

っ
き
り
あ
る
の
で
、
豊
後
水
道
に
面
す
る
海
域
、
リ
ア
ス
海
岸
な

と
想
像
さ
せ
て
、
読
者
に
ゆ
っ
た
り
感
も
伝
え
て
お
ら
れ
る
。

喜
寿
す
き
て
楽
譜
を
習
い
ひ
く
ピ
ア
ノ
つ
た
な
き
音
色
に

孫

ら

の

拍

手

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

※
な
ん
と
七
十
七
歳
を
す
ぎ
ら
れ
て
か
ら
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
を
始
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
楽
譜
を
習
い
」
の
表
現
に
真
剣
な
気
持
も
う

か
が
え
る
。
一
所
懸
命
の
レ
ッ
ス
ン
の
様
子
を
お
孫
さ
ん
た
ち
が

固
唾
を
呑
ん
で
見
て
お
ら
れ
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
。

被
災
地
と
ひ
と
く
く
り
で
は
表
わ
せ
ぬ
こ
の
現
実
を
受
け

止

め

か

ね

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

※
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
益
災
か
ら
七
箇
月
が
早
く
も
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。
大
き
す
ぎ
る
災
書
の
復
興
の
様
子
を
私
た
ち
は
新
聞
や

テ
レ
ヒ
等
で
或
る
程
度
知
る
こ
と
は
出
来
て
い
る
が
被
災
地
の
状

況
は
千
差
万
別
で
、
如
何
と
も
し
か
た
い
作
者
の
心
境
が
伝
わ
る
。

浴
衣
着
る
こ
と
ま
で
我
慢
出
来
ま
す
か
帯
は
緩
め
て
私
は

犬

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

秋
の
日
は
わ
が
手
元
よ
り
暮
れ
は
じ
む
う
た
書
く
文
字
の

溺

れ

て

ゆ

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

一
本
の
友
の
電
話
に
励
ま
さ
れ
う
た
詠
む
心
よ
み
が
え
り

き

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

不
景
気
も
と
こ
吹
く
風
と
さ
る
す
へ
り
今
年
は
家
の
屋
根

ま

で

紅

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

ふ
る
さ
と
の
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
り
て
ゆ
く
帰
る
あ
て
な
き

故

郷

恋

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

古
稀
む
か
え
孫
と
い
そ
し
む
居
合
道
汗
の
い
さ
な
う
至
福

の

ひ

と

と

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

な
で
し
こ
の
大
き
く
開
け
る
大
和
の
国
山
が
動
き
ぬ
歓
喜

の

声

あ

ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

列
島
に
傷
あ
と
残
し
野
分
け
去
り
ま
ば
ゆ
さ
空
の
下
（
も

と

）

　

ム

ク

ゲ

咲

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

好
ま
ざ
る
ジ
ャ
ス
を
ラ
ジ
オ
に
聴
き
て
お
り
ベ
ー
シ
ス
ト

弟
（
お
と
）
　
の
今
日
三
回
忌
　
　
　
　
　
金
　
忠
　
亀

被
災
地
で
せ
し
の
ど
自
慢
の
テ
レ
ビ
見
て
家
族
の
粋
の
唄

聞

き

涙

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

人
生
の
黄
昏
迎
う
る
人
見
れ
ば
我
も
同
じ
の
そ
の
仲
間
な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

折
り
込
め
四
つ
葉
ク
ロ
ー
バ
ー
の
莱
た
め
被
災
者
に
送
り

笑

顔

の

便

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

中
秋
に
「
お
月
さ
ま
で
ん
き
が
つ
い
て
る
よ
」
縁
よ
り
見

上

げ

男

孫

の

お

話

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

彼
岸
す
さ
朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込
め
り
夕
餉
の
支
度
は
鍋

で

も

よ

き

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

担
当
の
看
護
師
の
名
は
西
出
さ
ん
六
十
年
（
む
そ
と
せ
）

前

の

級

友

の

名

ぞ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

献
詠
の
済
め
る
安
堵
に
あ
お
き
見
る
松
が
枝
照
ら
す
大
き

望

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子
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土

　

5

　

1

2

　

1

9

　

2

6

金

　

4

　

1

1

　

1

8

　

2

5

月
木
④
1
0
1
7
2
4

1

水

2

9

1

6

㊥

㊥

1
火
①
⑨
⑯
㊧
⑳

月
　
⑦
⑲
⑪
⑳

日

　

　

6

　

1

3

　

2

0

　

2

7

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の

新
着
図
書
案
内

《一般書》

日
本
史
『
悪
役
』
1
0
0
人
世
界
文
化
社

京

都

の

食

景

　

　

　

　

菊

池

　

昌

治

た
こ
焼
き
器
1
2
0
％
使
い
こ
な

し

レ

シ

ピ

　

　

　

　

　

　

片

山

　

ち

え

宇

宙

飛

行

　

　

　

　

　

　

若

田

　

光

一

亡
国
の
宰
相
　
　
読
売
新
聞
政
治
部

猫
は
忘
れ
な
い

カ
ン
タ

金
平
糖
の
降
る
と
こ
ろ

ラ
ン
ウ
ェ
イ

伊
賀
忍
ひ
控
え
帖

こ
い
わ
す
れ

く
ち
ぬ
い

銅
の
夏

乗

　

　

直

己

石
田
　
衣
良

江
園
　
香
織

幸
田
　
真
書

津

本

　

　

陽

畠

中

　

　

悪

坂
東
眞
砂
子

●
鰍
の
行
楽
特
集

ハ
イ
キ
ン
グ
や
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
な
と
特
集
し
て
い
ま
す
。

●
大
河
ド
ラ
マ
特
集

原
作
と
な
っ
た
本
や
、
ノ
ベ
ラ

イ
ズ
さ
れ
た
本
、
関
連
図
書
を
集

め
て
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
雑
誌
の
無
料
譲
渡

と

　

き

と
こ
ろ

講

　

師

参
加
費

定

　

員

申
込
み
ま
で

楽
し
い
ひ
と
時
を

1
2
／
2
　
（
金
）1
0
時
～
正
午

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ぽ
っ
ぽ
保
育
サ
ー
ク
ル

2

0

0

円

3
0
名
　
（
申
込
順
）

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

1
1
／
2
～
2
5
に
事
務
所

ン
ル
ウ
ィ
ア

ア
ウ
ァ
ッ
ロ
ー
ネ

《
児
童
書
》

地

形

探

検

図

鑑

　

　

　

日

代

　

邦

康

1
0
0
の
知
識
サ
ン
コ
礁
の
す
か
た

カ
ミ
ラ
・
ド
・
ラ
・
ペ
ド
ウ
イ
エ
ー
ル

ラ

ブ

レ

タ

ー

物

語

　

　

丘

　

　

修

三

コ

コ

ロ

屋

　

　

　

　

　

　

梨

屋

ア

リ

工

妖
精
の
ぽ
う
し
、
お
ゆ
す
り
し
ま
す
。

あ
ん
ひ
る
や
す
こ

は
な
の
は
な
う
た
　
　
　
お
ぼ
ま
こ
と

ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん
　
　
　
長
谷
川
義
史

白
み
そ
づ
く
り

塩
分
控
え
め
無
添
加
の

白
み
そ
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

と
　
き
　
1
2
／
4
　
（
日
）

①
1
0
時
～
正
午
②
1
3
時
～
1
6
時

準
備
日
　
1
2
／
3
（
土
）

①
1
0
時
～
　
②
1
3
時
3
0
分
～

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

材
料
代
　
2
7
0
0
円
（
約
5
k
g
）

定
　
員
　
①
②
各
2
0
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
1
1
／
5
～
2
0
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

世
界
の
家
庭
料
理

『
ト
ル
コ
料
理
』

と
　
喜
　
1
1
／
2
7
　
（
日
）

1
0
時
3
0
分
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

講

　

師

　

ぺ

リ

ハ

ン

さ

ん

（
ト
ル
コ
語
講
師
）

材

料

代

　

8

0

0

円

献
立
名
　
な
す
と
ト
マ
ト
の
肉
づ

め
・
チ
ー
ズ
パ
ン
な
ど

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
‖
／
5
～
2
0
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

主
催
　
忠
岡
町
働
く
婦
人
の
家

忠
岡
町
国
際
交
流
協
会

毎
日
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く
為

に
、
自
己
表
現
の
方
法
に
つ
い
て

4
回
シ
リ
ー
ズ
で
学
び
ま
す
。

①
1
1
／
1
8
㈲
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
方
法

②
1
2
／
1
㈱
　
気
持
ち
を
な
こ
ま

せ
る
方
法

③
1
2
／
9
㈲
　
笑
顔
で
い
き
い
き

自
分
も
周
囲
の
人
の
こ
と
も

大
切
に
す
る
方
法

④
1
2
／
1
5
㈹
　
笑
顔
で
い
き
い
き

心
遣
い
を活
用
し
ま
し
ょ
う
ー

講
　
師
　
大
阪
府
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
公
認
講
師

時
　
間
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

参
加
費
　
無
　
料

定
　
員
　
2
0
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
1
1
／
2
～
1
6
に
事
務
所

へ
　
（
電
話
可
）

※
保
育
希
望
の
方
は
、
事
務
所
ま

で。

●

閥
民
文
化
轟

心
同
町
文
化
会
館

℡
3
3
・
1
1
晋

▼
一
般
作
品
展

1
1
／
2
　
（
水
）
　
9
時
～
2
0
時
3
0
分

1
1
／
3
　
（
木
・
祝
）9
時
～
1
7
時
3
0
分

【
会
場
】
文
化
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

▼
詩
吟
大
会

1
1
／
6
　
（
日
）
　
1
3
時
～

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

3
園
交
流
事
業

【
1
0
／
6
　
忠
岡
保
育
所
】

忠
岡
幼
稚
園
・
忠
岡
保
育
所

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園

・
1
、
r
－
ハ

ト
ミ
ニ
運
動
会
の
あ
と

お
別
れ
の
ト
ン
ネ
ル



泉大津J C旗争奪ソフトボール大会

優　勝　馬瀬こども会
（9／18　参加30チーム）

第35回泉南地区スポーツ少年大会

空手道の部

〔9／25・岸和田市／谷川義美師範〕

【小学3年女子組手】第3位　馬場　柚羽選手

［垂頭］【ソZ卜聖‾竺】
優　勝　馬　瀬　　　準優勝　高月南

第3位　北区ショーキーズ・青　空

：≡　雷【幸甚ク忘‾歪ボ基ル】準優勝高月南

絹完．最芸墓芸手㌢央／北区ショートズ
ソフト　高尾　隼人選手（馬瀬）

キック　新田梨々花選手（青空）

【ソフトボールジュニア】

優　勝　北区ショーキーズジュニア

タ　笛

戊離
あい善薫は、「憂さつOSAKA」

（0）おはよう　（S）さよなら

（A）ありがとうで

（K）こころの　（A）握　手

【小学4年男子組手】優秀選手　山口　　塵選手　　　　　【間】大阪府教育委員会総務企画課　℡06－6947－6857

弟　　　5抒

こ、こ　　　　こ1

位　　位

高坂　西　佐　松松　立　児 東西　田／J 児　山　田

原根　野藤　下村　花王】　林野　中路】　玉本　中

祥秀　清周　昂倣

馬　明　美市　平三　光渉

（15）　No541　2011111

慶大一　　　　楽憤浩

渉三亮浩　　光斗　馬　樹

大
阪
府
体
育
指
導
委
員

協
議
会
5
0
周
年
記
念
感
謝
状

知

　

　

事

　

坊

　

　

　

情

氏

教
育
委
員
会
　
勝
元
　
平
興
氏

大
阪
府
体
育
指
導
委
員

協
議
会
功
労
者
表
彰

中
山
　
美
恵
氏

こ
と
も
会
緋
の
球
持
大
会

〔
9
／
1
9
〕

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

優

　

勝

　

馬

　

瀬

準

優

勝

　

青

　

空

第
3
位
　
北
　
区
・
高
月
南

【
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
】

優

　

勝

　

青

　

空

準

優

勝

　

T

N

S

第
3
位
　
北
　
区
・
馬
　
瀬

体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長

藤

田

　

　

斉

氏

写
真
上
　
ソ
フ
ト
優
勝
の
馬
瀬
こ
ど
も
会

写
真
左
　
キ
ッ
ク
優
勝
の
青
空
こ
ど
も
会

優

　

勝

準
優
勝

【
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】

優

　

勝

準
優
勝

第
3
位

第
3
位

【
一
般
女
子
の
部
】

準
優
勝

第
3
位

第
3
位

【
中
学
生
の
部
】

優

　

勝

　

　

新

　

保

準

優

勝

　

　

竹

　

地

第

3

位

　

　

清

　

水

第

3

位

　

　

立

　

花

【
一
般
男
子
の
部
】

優

　

勝

　

　

坂

　

根

忠
陶
附
犀
嗟
緋
夫
芸

日

時

　

9

月

2

5

日

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
敬
称
略
）



■［＝頭重亘躇ですか女＝｝
6月末に乳がん・子宮がん検診の無料クーポン券を9月末に大

腸がん検診の無料クーポン券を下記の対象の方にお送りしていま

す。無料クーポン券の有効期限は24年3月31日までです。乳がん

検診については、混雑する為、年内に予約をしてください。

■クーポン券送付対象者
（下記の問に生まれた方。大腸がんは男性にも送付。）

子宮頚がんクーポン券対象者（休部検言針ま500円必要）
H2．4．2～H3．4．1／S60．4．2～S61．41

S55　4．2～S56　41／S50　4　2～S5141

S45　4　2（ノS46．41

乳がんクーポン券対象者（エコー検診は対象外）・大腸がん
クーポン券対象者
S45　4．2～S46．41／S40　4　2～S4141

S35　4．2～S36．41／S30　4　2～S3141

S25．4．2～S26．4．1

＜ひとり親家庭医療証の東新について＞
現在交付されている『ひとり親家庭医療証』については、有効

期限が平成23年10月31日までとなっており、11月以降のこ利用は

できませんので、「更新申請書」を下記の期間内に提出してくだ

さい。新しい医療証を交付します。

■提出期間　～11月日日俊）

■提出書類　①ひとり親家庭医療証交付（更新）申請書【該当

者には郵送】　②ひとり親家庭医療証（既発行の

医療証）③保険証　④印鑑（認印）

11月は

児童虐待防止胃闇

虐待を受けていると思われる子

どもを見たら、迷わずにご連絡く

ださい。あなたの行動が子どもを

救います〝

全国共通タイヤル

0570－064－000

一言甥

★忠岡町子とも支援ネットワーク会議事務局（すこやか推進課）℡22－1122

★大阪府岸和田子とも家庭センター（専用電話）　　　召FO72－441－0125

★夜間・休日虐待通告専用　　　　　　　　　　　　℡072－295－8737

★チャイルド・レスキュー110番（24時間）　　　℡06－6943－7D76

★肝炎ウィルス　※要一電話予約

11／15（木）受付9時30分～10時30分

★エイズ・クラミジア検査・相談

抗体検査11／9・30・12／7（水）

受付9時30分～11時　※電話相談可

★こころの健康相談　随時（要電話予約）

一一一一◆役拐の各種和談◆・……

【法律相談】11／24㈹13　30～　役場

3階交流センター　当日9時から電話

受付（先着6名）政策推進課　℡22－
1122

【行政相談】電話受付（政策推進課）
召F22－1122

【人権相談】11／15（火）13　30～15　30

いきがい支援課横相談室11日陰ほで

に電言吉申込　人権平和室　田F22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】11／17休）13　30～15　30

いき力＼い支援課横相談室　直接会場へ

【消畠生活相談】毎週火・木曜日13　00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【女性の悩み】11／16（水）1330～1600

文化会館3階相談室13日（日）16　0Dま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会飴　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピ【プル老人介護支援センターたたお

か（特別責護老人ホームピープルハウ
ス忠岡内）

rTHこ二二・訂・1

11／8伏）13　30～

11／15㈹13　30～

11／17（木）13●30～

11／22㈹13：30～

月・水・金13●30～

ラブ　第1・3木10●00～

ンブラ　　金　10：30～

の家℡22－1567

月～金13’00～

火　10●00～

月　10ニ00～

福祉センター寄贈品
・石鹸　50個

勝元　正一様（忠岡南3丁目）

毒キノコによる食中毒にご注意日

野山に出かける機会の多い季節です

が、食中毒を起こさないように次の3つ

のことに十分ご注意ください。

1．確実に鑑定された食用キノコ以外は

絶対に採って食べない

2．自分勝手に鑑定しない

3．見慣れないキノコは絶対に食べない

No541　2011111（16）
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「．．－二
室

　

　

室

会
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室
数

守棋　　火・木　13●00～

い
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ブ

ニ

ラ

プ

ラ

い

ク

ラ

ク



儲　　健
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fax22【鋸格3

メールアドレス
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℡　20－0331
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▼
B
C
G

l
l
／
1
7
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
【
受
付
】

対
象
＝
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ポ
リ
オ

1
1
／
1
6
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

※
母
子
手
帳
を
持
参

1
1
／
1
0
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

1
1
／
1
7
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診

1
1
／
1
5
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
…
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

1
1
／
2
5
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

母
と
子
の

教

　

室

1
2
／
2
・
1
6
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
2
～
4
ヵ
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん

【
1
1
／
7
～
受
付
】

一
室
主
三
一

▼
健
康
相
談

1
1
／
1
4
・
2
8
（
月
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
康
料
理
講
座

1
1
／
2
1
（
月
）
1
0
時
～

対
象
‥
6
0
歳
以
上
の
方

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

1
1
／
2
2
（
火
）
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
歌
体
操

1
1
／
2
2
（
火
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

対
象
＝
高
齢
者

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

1
1
／
3
0
（
水
）
1
0
時
～

【
予
約
受
付
は
1
1
／
5
か
ら
】

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
／
春
夏

期
で
受
け
た
方
は
受
診
不
可
）

■
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
・
結
核

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

日
／
2
9
（
火
）
・
1
2
／
2
2
（
火
）

9
時
～
1
1
時
3
0
分

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

1
1
／
7
（
月
）
・
1
2
／
1
3
（
火
）
・

1
／
2
3
（
月
）

9
時
～
1
5
時
3
0
分

】
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

1
2
／
1
3
（
火
）
9
時
～
1
5
時
3
0
分

（
鍼
誓
鋸
畔
鍼
コ

場
所
＝
忠
岡
町
保
健
セ
ン
タ
ー

－≡・阿凶

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

1
1
／
1
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

▼
離
乳
食
講
習
会
（
予
約
不
要
）

1
1
／
1
7
　
（
木
）

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

▼
お
話
し
の
世
界

～
お
母
さ
ん
の

ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム
～

1
1
／
3
0
（
水
）
　
　
1
0
時
～
正
午

お
は
な
し
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
ひ
と
と
き

【
1
1
／
7
～
受
付
】

▼
園
庭
開
放
（
雨
天
中
止
）

1
1
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

東
忠
岡
保
育
所

【
1
1
／
7
～
受
付
】

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
詳
細
は
園
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
》

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

F
t
t
p
＼
＼
y
O
－
粁
？
n
e
t
竃

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
保
育
園
ご
っ
こ

1
1
／
1
8
　
（
金
）
　
川
時
～
正
午

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
1
／
4
　
（
金
）
　
受
付
※
】

▼
り
ト
ミ
ッ
ク
教
室

1
1
／
2
1
　
（
月
）
　
川
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
1
／
8
　
（
火
）
受
付
※
】

▼
1
1
月
の
お
誕
生
会

1
1
／
2
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～
日
時

1
1
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
1
1
／
1
5
（
火
）
受
付
※
】

▼
園
外
あ
そ
び

役
場
横
広
場
（
現
地
集
合
）

1
1
／
2
8
　
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
　
（
雨
天
時
は
室
内
で
遊
び
ま

す
）
　
【
1
1
／
1
7
（
木
）
受
付
※
】

▼
ク
リ
ス
マ
ス
製
作

1
2
／
7
　
（
水
）
・
1
2
　
（
月
）

1
0
時
～
1
1
時

7

日

は

1

・

2

歳

　

1

2

日

は

2

歳
以
上
　
【
1
1
／
2
9
　
（
火
）
　
受
付

※】
※
1
0
時
～
1
3
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う
　
（
雨
天
中
止
）

1
1
／
2
　
（
水
）
・
2
6
　
（
土
）

川
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

1
1
／
1
0
　
（
木
）
　
身
体
測
定

1
6
（
水
）
・
2
4
（
木
）
・
3
0
（
水
）

②
は
い
は
い
広
場
　
歩
行
が
完
了

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

1
1
／
1
4
　
（
月
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分



11月の行事カレンダー巨善善幸

日 蜜��ﾈ��】火 緬�R�l木 蜜��ｾ��土

【ゴミ収集日の凡例】 �1 �"�3文化の日 釘�5 

月北 � 刄求@⑳9：00～ ��

⑳13：DO～ 劍�ﾓ���d����

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

● ■・おもち　■ 途�8 　⊆火6 湯�ﾈﾂ�1、．9軌6 ��������78���12 

やの病院 � ��Xﾊ2�4��ｸ4�8����dD����R��倆(悩V�����8�dD��ﾈ耳耳6ﾒ�⑳13：00～ ��X-h��7ﾘ4�7H7B�

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂R�一般ゴミ⑧ 

13 ��B�15 ��b�17 ����19 

⑳13：30～ ��（16P） ��

（1P） � ��⑳13115～ 
・献血　オークワ ��T$4y�ｨ霻�u3�8�c3����xc���dD����

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂R� 

・20 �#��22 �#8ｼ驗ｩ^8,ﾉ?｢�24 �#R�26 

・町民畜葉栗 �� �� ��

◎13：30～ �� �� ��

・クリーン作戦 町内全域 　8：00・～ 刧�10：00～ ����Xﾊ8ﾈﾂ�

一般ゴミ④ �ｩLｨ587��r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

27 �#��29 �3��12／1 

◆子育て広場 僭�*ｨ/��｢� 

㊦10：OD～ �3��c����� 

一般ゴミ④ �� 

⑳役　場⑳讐ンタ竺画聖㌦

㊦文化会館◎差青票㊨漂芸票

⑳窟岩、富㊨警雪雲竺⑳笑り漂

◆＝予約が必要です。

人口18．184人（＋11人）

男　8．798人（＋2人）

女　9．386人（＋9人）

世帯　　7．577（＋4）

≪2011年9月末現在≫

粗大ごみ申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300


